イスラエル政府　　御中

イスラエル軍のレバノン攻撃に抗議し、

即時停戦を求める要請書

　イスラム教シーア派民兵組織ヒズボラによるイスラエル越境攻撃を理由に、貴国軍隊はレバノン南部から全土への軍事攻撃を拡大し、幹線道路、橋梁、国際空港、軍の基地に対する空爆と海上封鎖を続けている。民間人の被害が増大し、国連レバノン暫定軍の施設も爆撃されて4人の監視要員が死亡、レバノン国内で９００人以上もの犠牲者が出ていると報道されている。

　この見境いのない軍事攻撃は、自衛の権利の範囲をはるかに越え、民間人攻撃を禁じている国際法を乱暴にじゅうりんする極めて非人道的な侵略・犯罪行為である。それはまた、米軍を中心とした無法なイラク戦争・占領とともに、中東と世界の平和に対する重大な挑戦といわなければならない。

　われわれは、世界で高まる停戦要求を無視して拡大されている貴国軍隊のレバノン攻撃に厳重に抗議するとともに、ただちに停戦し、国連を中心とした話し合いによる平和的解決に踏み出すことを強く要求するものである。
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